
所
交
通
労
政
課
で
舜
げ
付
け
し
て

い
ま
ｙ
の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

入
芦
れ
て
い
な

い
人
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
役

一
万
円
が
ら
最
高
百
五
十
万
円
と

な
っ
て
い
‘
’
チ
。

対
象
と
な
る
交
通
事
故
は
目
前

車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ
(
Ｏ
ｉ
ｉ
)

ｑ
″

１０１

‘
’
…
四
こ
Ｉ
…

治
広
琶
４
引

’
こ
こ

こ
心
。

１／８

賢
１
屋昭

ぐ

阿ｇ
り

郵

市制施行30周年記念

市の宝木

ちゃの木

昭和56年３月１日制定

人命尊重を基本に
交通安全診断書まとまる

宇
泊
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
内
に
お

け
る
交
通
事
故
の
状
況
と
、
交
通
安
全
施

策
の
現
況
を
ま
と
め
た
。
宇
泊
市
の
交
通

安
全
’
と
題
す
る
交
通
安
全
診
断
書
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

交
通
安
全
を
考
え
る
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

1

1

1

1

1

事
故
の
分
折
・
究
明

自
動
車
交
通
は
、
陸
上
交
通
の

一
部
と
し
て
産
業
・
経
済
活
動
の

大
き
な
原
動
力
と
な
り
、
ま
た
通

勤
な
ど
の
。
市
民
の
足
‘
と
し
て

ら
常
生
活
に
定
着
し
て
い
康
Ｔ
。

Ｌ
が
し
、
「
く
る
ま
社
会
」
の
到

来
が
急
速
で
あ
っ
た
た
め
、
道
路

は
じ
め
交
通
安
令
蕭
護
や
市
民
の

交
通
安
全
へ
の
意
識
と
、
自
動
車

交
通
と
の
間
に
社
会
的
な
ひ
ず
み

が
生
じ
て
孝
壽
し
た
。
そ
の
晟
も

大
き
な
も
の
が
交
通
事
故
。

交
通
事
故
m
少
Ｗ
ｔ
)
る
た
め

に
は
、
交
通
事
故
の
発
牛
原
因
を

い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
分
析
し
、
究

明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
、
ま
ず
市
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
の
特
徴
的
な
点
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

◇

ま
ず
、
昭
和
五
十
五
年
中
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
ぱ
、
発
生
件

数
が
″
者
二
十
八
件
、
死
者
数
が

一
人
、
負
傷
者
数
が
八
百
九
十
四

人
。
こ
れ
は
前
年
と
の
比
較
で
、

死
者
数
は
減
っ
て
い
’
（
も
の
の
、

発
生
件
数
と
負
傷
者
数
が
増
加
し

て
い
ま
ず
。
こ
の
増
加
傾
向
は
、

五
十
一
年
以
降
続
い
て
い
る
も
の

で
す
。

曜
日
別
の
交
通
事
故
発
生
状
況

で
は
、
晟
も
多
い
の
が
金
曜
日
の

百
二
十
五
件
三
七
・
一
靫
、
二

番
目
が
土
曜
日
の
百
十
三
件
で
一

五
・
五
Ｕ
、
つ
い
で
。
水
嘔
日
と

木
曜
日
、
月
隆
日
、
火
曜
日
、
そ

し
で
自
曜
日
が
最
も
少
な
ぐ
八
十

五
件
で
十
一
・
七
賢
と
な
っ
て
い

ま
す
。

時
間
別
の
交
通
事
故
発
生
状
況

に
つ
い
て
、
一
時
間
ご
と
で
は
午

後
五
時
か
ら
一
〈
時
ま
で
が
七
十
一

件
で
m
>
多
い
の
ぶ
ふ
、
時
間

帯
と
し
て
見
る
と
午
後
四
時
か

ら
七
時
ま
で
と
午
前
七
時
か
ら

九
時
ま
で
の
・
。
・
フ
″
シ
ユ
？
に

ド
ラ
イ
バ
ー
は

出
合
い
頭
に
注
意

Ｉで幡木ぐ意注ごに頭い合出

道
2
4
号
線
や
府
道
な
ど
で
の
事
故

が
目
立
ち
未
ｙ
。

死
亡
事
故
発
生
の
場
所
的
特
徴

と
い
っ
た
も
の
は
な
ぐ
、
い
つ
で

も
ど
こ
？
お
一
こ
り
≫
ｎ
る
危
険
性

が
あ
り
毒
了
。
そ
こ
で
、
五
十
五

年
に
発
牛
Ｕ
た
死
亡
事
故
に
つ
い

て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

発
生
し
た
の
は
、
五
十
五
年
九

月
十
一
日
の
午
後
五
時
三
十
五
分

ご
ろ
、
府
道
向
島
宇
治
線
（
宇
治

川
提
防
）
の
槙
島
町
幡
貫
。
三
十

七
歳
の
男
性
が
普
通
乗
用
車
を
運

転
し
、
五
土
ハ
歳
の
女
性
が
運
転

す
る
原
付
バ
イ
ク
タ
遣
い
越
そ
っ

と
し
た
と
き
に
発
牛
石
沢
し
た
。

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
っ

た
叩
ト
宇
治
市
交
通
災
害
共
済

は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
見
舞
金

を
支
給
す
る
も
の
で
、

な
さ
ん
ｍ
t
Ａ
ｐ

助
奘
写
制
度

で
７
。

こ
の
共
済
に

は
、
宇
治
市
に

市
民
の
みご

加
入
く
だ
さ
い

交
通
災
害
共
済

間
五
百
円
で
。
共
済
期
間
が
十
二

月
一
日
か
墨
年
十
一
月
三
十
日

ま
Ｉ
ず
が
、
期
間
途
中
で
も
加

入
で
き
栄
す
。
見
餐
１
、
最
低

住
民
登
録
や
外
人
登
ｍ
Ｍ
)
れ
て

い
る
人
忿
殆
め
、
現
に
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
加
入

が
で
澄
子
。
共
済
会
費
は
一
年

地
域
に
合
っ
た

安
全
対
策

Ｉｔく四自置…作まｔ▲

駅周辺の自転車放置状況
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I

清
～
5
1
3
7
7
9
6
3
6
6
7
3
’
4
0
6
6
7
4
8
2

5
6
3
2
3
2
1
3

辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺

n
周
ｍ
周
周
周
周
周
周
周
周
周

・
駅
駅
駅
駅
駅
駅
駅
駅
駅
駅
駅

治
戸
槃
幡
保
田
倉
田
治
槃
幡

Ｉ
Ｐ
室
久
勢

力
字
三
黄
木
大
伊
小
新
字
黄
木

四
京
阪
近
鉄
国
鉄

い
ま
ず
。

そ
こ
刄
ぱ
、
大
型
車
両
の
通
行
禁

止
や
速
度
制
限
な
ど
夕
行
い
、
安

全
な
交
通
環
境
と
住
み
よ
い
生
活

環
境
の
確
保
か
ほ
か
っ
て
い
‘
’
チ
。

１

Ｓ

Ｉ

Ｉ

・｀一一

て
、
自
転
車
が
交
通
壬
収
と
し
て

再
び
評
価
芦
れ
、
利
用
者
が
急
増

に
巡
も
の
で
ｙ
。

放
置
自
転
車
の
数
は
、
京
阪
・

近
鉄
・
国
鉄
牽
甲
心
に
、
五
十
五

壬
〈
月
三
日
調
べ
で
二
千
二
百
五

十
三
台
に
も
な
っ
て
い
ま
ず
。

自
転
車
放
置
は
、
社
会
的
貢
任

と
し
て
利
用
者
が
目
ら
考
汽
な
け

れ
ば
な
兌
防
問
題
で
Ｔ
。
乱

し
、
こ
の
問
題
夕
解
決
す
る
た
め

に
は
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
・
拡

充
が
必
要
で
あ
り
、
鉄
道
事
業
者

や
自
治
体
も
取
瓦
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇

‘
市
で
は
、
交
通
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
対
処
す
る
た
め
、
来
春

に
は
仮
称
西
宇
治
消
防
出
張
所
を

開
設
す
る
な
芦
救
急
救
助
活
動
や
、

交
通
災
害
共
済
な
芦
必
要
な
救
済

措
置
に
も
努
力
し
て
い
ま
ｙ
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
命
尊
重

夕
元
宋
に
し
て
交
通
機
関
、
運
転

者
、
交
通
環
境
の
相
互
関
連
m

え
交
通
安
全
対
策
客
争
め
て
い

空
予
。

誓
い
合
お
う
恒
久
平
和

８
月
1
5
日
に
平
和
祈
念
集
会

三
土
〈
年
前
の
暑
い
八
月
十
五

日
、
冪
夢
の
ぷ
７
な
戦
争
が
終
っ

た
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
は
戦
争
の
あ
や

ま
ち
瓜
７
反
省
し
、
世
界
で
も

類
の
な
い
平
和
主
義
を
理
念
と
す

く
和

高
平
Ｏ

を
は
る

輪
像
い

一
の
て

ヽ
女
し

像
少
徴

の
た
象

和
げ
を

平
か
心

▲
か
の

る
新
恩
法
の
も
と
に
再
出
発
か
じ

ま
し
た
。

戦
争
は
人
類
が
畢
４
も
お
ろ

か
な
暴
力
で
あ
り
、
物
質
だ
け
で

な
ぐ
人
の
心
か
石
踏
み
つ
ぷ
し
て

し
示
フ
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

ポ
ら
に
平
和
の
尊
さ
m
m
-
ｘ
ｕ

．
７
云
も
に
、
戦
争
を
知
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
に
そ
の
非
布
さ
と
お

ろ
か
さ
佐
官
つ
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

宇
治
市
平
和
都
市
穫
岳
屋
召

で
は
、
原
爆
が
広
島
に
玖
ト
さ
れ

た
八
月
六
日
午
前
八
時
十
五
分
か

ら
と
、
長
崎
に
忿
ｒ
さ
れ
な
八
月

九
Ｒ
午
前
十
一
時
二
分
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
分
問
の
黙
と
２
雲
き

げ
て
い
た
だ
章
手
よ
つ
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

ま
た
、
終
戦
記
念
日
の
八
月
十

五
日
正
午
に
は
、
市
庁
舎
前
庭
に

あ
る
「
平
和
の
像
」
前
で
戦
争
犠

牲
者
の
め
い
福
と
世
界
の
恒
久
平

和
夕
順
つ
て
平
和
祈
念
集
会
を
開

４
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
康
す
。

み
ん
な
で
取
組
む

放
置
自
転
車
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Ｉｎ
乙

ぐ新日１月８ｊ四四ぐ四1 9りよだ政市治宇吟（
り

獅

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

日
頃
堕
段
に
つ
い
刄
語
意

し
て
い
て
も
、
目
方
に
つ
い
て

は
ａ
＞
ｒ
＼
Ｖ
ｙ
し
よ
ラ
か
。

。
今
回
の
調
査
で
極
端
な
場
合
、

市
場
刄
μ
三
百
五
十
円
の
牛

肉
:
＊
ｓ
百
ｒ
買
っ
た
と
こ
ろ
、

邸
十
ｒ
息
男
が
不
足
。
こ
れ

は
百
二
十
五
円
分
損
:
＊
u
た
こ

と
に
な
Ｓ
v
l
)
(
ｎ
＾

こ
の
モ
ニ
タ
ー
の
計
量
調
査

は
、
杏
早
二
日
か
ら
千
一
日

問
の
う
ち
、
各
モ
ニ
タ
ー
が
任

意
に
三
日
以
上
の
計
量
日
夕
遭

ん
で
、
生
鮮
食
料
品
恥
刄
老

の
日
の
Ｅ
７
ち
に
自
宅
Ｚ
丹
計
量

し
た
も
の
で
す
。
Ｅ
ｍ
目
は
、

食
肉
、
食
肉
加
工
品
、
轡
十
魚
、

野
菜
、
果
物
、
つ
く
だ
に
・
晋
り

ざ
い
な
芦
八
品
目
で
、
こ
れ
ら

ｔ
囲
前
計
量
商
品
（
応
入
し
た

モニターの
計量調査

ま
ず
。

川
面
前
計
量
一
覧
一

計
量
の
適
正
率
は
一
〈
三
・
八

％
と
昨
年
の
一
〈
九
・
五
弧
よ
ｓ
＼

減
少
し
て
い
ま
ず
。
特
に
不
足

の
率
が
一
八
・
一
９
と
昨
年
Ｈ

り
五
・
三
％
も
増
え
、
な
か
で

も
食
肉
の
量
目
不
足
が
目
立
ち

未
丁
。

販
売
堕
裂
ぽ
。
小
売
店
の

増
え
て
い
ま
ず
。

販
売
店
別
の
適
正
率
は
、
小

売
店
が
八
〇
９
．
小
売
市
場
が

七
五
％
、
ス
ー
パ
ー
が
ぶ
【
一
・

八
％
と
な
っ
て
い
‘
’
チ
。

▼
調
査
モ
ニ
タ
ー
の
声

①
面
前
計
量
で
、
は
か
り
の
針

が
ａ
ま
ら
な
い
内
に
商
品
を

量
目
に
入
ら
な
い
風
袋

▼
調
査
結
果

最
近
の
販
売
形
態
の
特
徴
と

し
て
。
面
前
計
量
商
品
が
非
常

に
少
な
ぐ
な
り
、
正
味
量
表
記

商
品
が
ｔ
ハ
幅
に
塑
を
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
ー
パ
ト
形
式
の
販

売
形
態
が
増
え
、
消
費
者
に
と

っ
て
も
買
い
や
す
い
点
が
’
ハ
き

く
作
用
し
て
い
る
と
一
７
渉
れ

木
幡
池
に

涼
呼
ぶ
噴
水

適
正
率
が
七
三
・
七
§
、
ス
ー

パ
ー
だ
八
九
・
二
％
、
小
売
市

場
が
邸
一
〈
・
八
％
で
し
た
。
超

過
計
量
は
、
一
七
・
七
§
も
あ

ｓ
＼
、
ス
ー
パ
ー
が
二
三
・
一
％

と
多
く
な
っ
て
い
ま
ず
。

朗
正
味
量
表
記
ｍ
ｅ

適
正
率
は
ｔ
五
・
三
％
と
昨

年
よ
旦
一
・
二
％
減
少
し
て
い

ま
７
．
ま
た
不
足
の
率
も
二
％

木
幡
池
に
噴
水
が
二
基
設
置

ｗ
.
れ
、
涼
し
W
s
W
W
つ
て
い

孝
一
。こ

の
噴
水
は
、
木
幡
区
と
木

幡
池
念
夭
１
７
｀
す
る
会
が
、
昔

の
美
レ
か
っ
た
木
幡
池
か
ど
り

も
ど
し
た
い
と
願
い
設
膀
冨
れ

た
も
の
で
、
こ
の
他
に
、
ハ
ス

を
植
え
た
り
、
池
の
■
ｒ
ｔ
ｉ
Ｃ
ａ
に

花
畑
を
作
っ
た
り
鳶
？
い
ま

す
。

噴
水
で
池
の
水
も
き
れ
い
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

丁
｛
じ
て
じ
ま
っ
て
、
目
方

ど
お
り
計
っ
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
も
っ

ｙ
見
や
す
い
場
所
に
ぱ
か
り

忿
置
い
て
ほ
し
い
。

②
信
用
し
て
い
た
店
な
の
に
、

風
袋
込
み
で
計
っ
て
い
た
の

に
は
驚
い
た
。
注
扉
し
て
買

わ
ｉ
＊
ｈ
れ
ば
と
思
っ
た
。

③
野
菜
ま
で
ト
レ
ー
パ
ズ

て
売
ら
れ
て
い
る
が
無
駄
の

ぶ
つ
に
感
じ
る
。

④
じ
ゃ
が
い
も
零
沢
哭
か
袋

入
ひ
で
売
ら
れ
て
い
て
、
目

方
の
唇
ぷ
な
い
が
。
か
な

り
の
差
が
あ
る
と
雁
コ
。

⑤
牛
肉
の
つ
け
油
身
を
含
め
て

計
量
し
て
い
る
店
が
あ
っ
た
。

ま
と
め

果
物
や
野
菜
は
一
袋
あ
る
い

は
一
盛
い
く
ら
で
売
ら
れ
て
い

る
が
、
業
者
に
は
目
安
が
あ
る

の
だ
か
ら
良
目
霊
石
単
一
m

示
鷺
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
い
ず
夕
じ
て
風
袋

込
み
で
計
β
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
正
し
い
計
量
、
販
売
形
態

を
業
者
に
廼
ｙ
戸
石
に
、
消

費
予
ａ
か
り
に
謝
恩
し
、
計

量
が
適
正
で
な
い
場
合
は
、
そ

の
場
で
亭
２
男
気
牽
も
ち
ま
し

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

３
人
を
追
加
募
集

▼
蔦
集
期
間
・
・
・
ａ
月
一
…
甘
ま
で

▼
ｒ
募
資
帑
・
・
市
内
に
李
ん
で
い

ゑ
一
脈
か
ら
印
誉
そ
９
昼
で
、

ｍ
常
の
買
物
を
市
内
の
小
売
店
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
侭
利
用
し
て
い
る

人
。
い
求
ま
で
に
宇
治
市
や
府
の

正味量表記商品調査結果

蓋
犀
活
モ
ニ
タ
ー
＊
1
し
た
こ
と

の
な
い
人
▼
期
間
・
・
・
９
月
λ
口
か

ら
来
年
の
ａ
月
3
1
日
ま
で
▼
申
込

み
…
は
が
見
篭
話
で
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
世
帯

主
の
氏
名
・
家
族
構
成
を
、
８
月

一
…
甘
ま
で
に
市
役
所
商
工
観
光
課

（
常
命
琵
琶
3
3
双
了
Ｌ
４
１
）

へ
連
絡
し
７
７
｀
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

過
皿
５
２
１
０
１
３
４
Ｑ
″
４
２

超
3
1
1
3
1
3

笞
；

2
6
1
3
2
0
8
1
0
7
E
一

足
Ｊ
３
１
０
０
０
３
２
１
６
い
一
い
一

不
７
１

数
刻
７
２
７
１
４
６
４
２
ｓ

総
似
、
1
2
2
1
1
4

匈

作

肉
品
魚
菜
物
の
類
殯
計
ｓ

ｙ

ｔ
。
’
ｔ
一
一
一
回
剛

食

い

塩
野
果

り

菓

六

合
今
前

青
少
年
問
題
に
と
り
く
む

電
話
相
談
員
を
募
集

。
豊
か
さ
の
中
の
貧
困
‘
と
言

わ
れ
る
こ
の
ご
々
多
く
Ｑ
人
々

が
Ａ
＞
t
Ｓ
>
Ｖ
v
る
と
心
の
装
か
さ
を

失
い
、
温
か
い
人
間
性
Ｔ
り
畏
失

し
て
い
ゑ
然
Ｔ
多
な
情
況
が
、

数
多
ぐ
見
驀
Ｋ
れ
ま
ず
。
こ
の

こ
と
が
青
少
年
の
健
全
銘
達
を

阻
害
し
、
非
行
の
増
犬
、
暴
力
の

誘
発
に
一
層
、
拍
車
を
か
け
て
い

ま
ｙ
。

宇
治
市
教
豆
寞
Ｚ
聊
ほ
、
こ

の
複
雑
多
様
な
青
少
年
問
題
か
そ

の
根
源
ま
で
掘
り
下
げ
て
対
Ｃ
Ｔ

る
な
の
、
新
し
ぐ
。
電
話
相
芦

の
開
設
を
市
民
と
″
も
に
す
す
め

て
い
ま
ｙ
。

こ
の
電
話
相
談
は
、
来
年
一
月

か
畠
２
も
の
１
た
だ
ｒ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
諺
負
夕
鳶
集
し

て
い
‘
’
チ
。

相
談
員
盆
冴
貫
れ
る
人
に
は

九
月
か
ら
開
ぐ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養

成
講
座
で
四
ヵ
月
間
学
習
し
て
い

た
だ
き
釆
で
一
。
そ
し
て
講
摩
終
了

後
、
電
話
相
談
員
認
定
委
員
会
で

認
定
し
、
相
談
や
事
業
の
運
営
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
政
栄
す
。

こ
ｙ
し
な
習
廼
相
談
員
に
な

っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
養
成
講
座

受
講
の
申
込
み
が
相
談
員
申
込
み

に
な
り
ま
ず
。
‘

話
し
合
う
中
で

自
立
へ
の
援
助

み
に
り
λ
る
．
～
一
が
子
の
し
つ
け

や
問
題
行
『
夫
婦
関
係
や
家
庭

の
問
題
で
、
誰
に
も
相
談
が
で
き

ず
に
苦
し
ん
で
い
る
父
母
の
相
談

に
の
る
、
③
地
域
の
青
少
年
問
題

に
関
心
あ
る
人
々
や
心
か
爾
め
て

い
る
市
民
の
意
見
か
聞
ぐ
な
ど
で

す
。
電
話
と
り
フ
手
軽
な
も
の
で
、

気
安
く
話
し
合
い
、
相
談
者
が
自

ら
の
力
で
、
自
己
回
復
奎
凶
る
よ

う
に
導
ぐ
も
の
で
す
。
聞
き
手
で

あ
る
相
談
員
は
、
あ
ぐ
ま
で
共
感

を
前
提
と
し
た
精
神
的
自
立
へ
の

養成講座の内容と日程

■
Ｗ
ｆ
ｌ
ｎ
s
'
i
T
i
Ｔ
＾
J
'
i
?
^
ｉ
―
'
>
―
I

的
説
得
で
解
決
を
甘
ま
る
よ
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
。

養
成
講
座
の
実
施
要
項
は
次

と
お
昨
］
で
す
。

月
十
四
日
ま
で
の
毎
週
月
眼
旦

た
Ｉ
ハ
嘔
日
、
午
前
千
時
か
ら
ｔ

、
午
▼
と
こ
今
・
宇
治
市
教
育
奢

必
一
内
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
晋

・
・
・
満
二
十
三
歳
以
上
の
男
女
で
、

青
少
年
問
題
へ
の
関
心
と
学
翼

欲
の
あ
る
人
▼
定
員
・
・
・
五
十
人
一

受
講
料
・
・
・
五
千
円
▼
受
講
申
込
ｔ

・
：
青
少
年
対
策
室
に
あ
る
申
込
ｔ

用
紙
に
記
入
し
、
受
講
の
動
僥

八
百
字
以
内
に
拿
と
め
た
も
９

添
え
て
八
月
二
十
日
ま
で
に
本

が
直
接
、
教
育
委
員
会
青
少
缶

悉
曇
令
視
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
者
の
悉
鏝
、
―

数
の
都
合
も
あ
り
求
了
の
１
ご

六
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
面
隻

行
い
調
整
し
豪
ｙ
。
面
接
の
替

受
講
を
断
念
し
て
い
た
だ
ぐ
か
、

次
回
ま
で
待
機
し
て
い
た
だ
ぐ
ｋ

と
も
あ
り
未
了
。

ｗ
Ｉ゛｀

■

ｒ
ｌ

養
成
講
座
要
項

お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
委
員
会
青
少
年
・

対
策
室
（
雲
＠
3
1

4
1
内
線
3
9
5
）
へ
。

―
哺
Ｉ
Ｉ
ａ
―

Ｓ

一一

心Ｓ｀

一

゛゛｀

゛
一一一一

Ｉ
Ｐ

師
皿
義
輿
健
撞
之
複
馨
事
和
撹
芳
ｔ
義
騰
登
騰
伸
一
史
畳
・
1
郎
糞
’
允

鶯
…
二
回
≒
一
赫
記
に

講
Ｉ
杉
宇
藤
回
野
‐
住
日
黒
Ｉ
寺
ｔ
杉
Ｉ
里
¨
天
同
家
丹
ノ
石
倉
石
小
１
池

敲
Ｉ

翻
・
た
｀
ｓ

言≫
l
g
|
ｓ
^
|
ｓ
|
Ｂ
|
ｓ
|
３
|
ｘ
|
ｘ
|
ｓ
|
３
:
|
ｓ
|
ｓ
|
｜

日
日
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
■
―
―
。
Ｉ
１
Ｉ
ｓ
１
日

μ
1
4
n
2
9
バ
1
2
1
9
2
6
パ
9
1
6
2
4
a

月
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
０
１
ｓ
■
ｌ
ｎ
１
１
Ｉ
朗
朗
。

１
１

留
学
生
の
民
泊
家
庭
募
集

関
西
外
大
で
は
、
九
月
に
来

学
ず
る
外
印
人
学
生
の
雰
χ

れ
家
庭
m
し
て
い
ま
哭

期
間
は
、
九
月
初
旬
か
ら
干

二
月
末
ま
で
の
約
四
ヵ
月
間
で

す
。
舜
け
入
れ
家
庭
に
は
、
月

黒
芳
二
千
円
が
支
払
ｐ
れ
ま

ず
。
物
価
高
の
中
、
無
理
な
お
願

い
で
す
が
、
国
際
理
解
の
意
味

で
Ｑ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

外
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別

軋
雫

の
配
慮
は
い
ぴ
ま
せ
ん
。
食
事

な
公
眼
族
と
同
卜
石
の
ｖ
ｙ
よ

ぐ
、
日
本
の
風
俗
、
習
慣
を
実

際
に
体
験
す
る
の
だ
誓
王
に

と
っ
て
勉
強
の
一
つ
で
ｙ
。
家

族
に
忿
諮
が
話
せ
る
人
が
い
な

く
て
も
辞
書
忿
片
手
に
十
分
意

思
は
通
じ
乖
ｙ
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
関
西
外

国
語
大
学
国
際
交
流
１
（
品

5
1
[
―
＜
Ｄ
ｔ
-
t
ｆ
＞
-
l
］
へ
。

…
訟

‰
ｓ

…
ｒ
火

に
昌

応
ｒ

橋
ｏ

治
放

宇
開

ぐ
て

近
し

付
と

曲
国

大
天

こ前
行
へ

所
歩
8
0
8

議
を
２

会
Ｉ
０

工
岸
豊

芸
会

１
‰．

せ
観

｀

わ
治

観
・
合
宇

料
い

無
問

ａ
お

０ｎ
乙

０－
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11りよだ政市治宇

案
内

交
通
事
故
相
談

▼
と
政
・
ぎ
ａ
…
甘
側
午
後
―

時
半
１
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
宇
治
市

民
会
館
ｚ
階
▼
相
談
員
…
弁
溥
壬

▼
申
込
み
・
・
・
交
通
労
政
課
(
≪
Ｒ

３
１
４
１
、
内
線
2
6
2
）
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

小
倉
町
寺
内

木
下
剛
志
ち
ゃ
ん

世
界
で
も
有
数
の
高
温
多
湿

の
日
本
の
夏
夕
儲
曇
良
適
な

も
の
に
す
る
た
め
、
夏
の
過
ご

し
方
蛮
ラ
入
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
は
夏
か
ら

開
放
感
に
あ
ふ

れ
た
こ
の
季
節
は
、

何
か
を
始
め
、
そ

れ
を
習
笥
つ
け
る

に
は
ま
た
と
な
い

學
駒
タ
。
夏
だ

か
ら
始
め
や
す
い

こ
と
、
例
･
ｉ
ｄ
ａ
ｎ
ｌ
･

起
き
、
冷
水
摩
擦
、

◇

中
学
卒
業
認
定
試
験

病
弱
な
ど
の
や
む
を
え
な
い
事

情
で
、
義
務
散
育
諸
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
１
予
、
就
学
m

予
£
￥
人
m
象
に
中
学
卒
業

認
定
試
験
が
行
り
れ
ま
ず
。
合
格

”
。
れ
た
人
に
は
、
高
等
学
尽
〈
学

資
格
が
与
λ
ら
元
ま
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
６
日
吻
▼
申
込

み
･
■
･
０
０
月
1
1
m
g
か
≪
０
ａ
)
月
２
ｍ

5
5
す

く
ま
ｏ

ん
い
い

そ
さ
て
さ

あ
子
し
だ

水
お
集
く

は
・
る
募
絡

’
呼
す
を
違

べ
ｓ
ａ
し

ち
月
掲
れ
へ

し
り
に
ま
課

よ
き
欄
生
報

勺
好
の
月
広

の
こ
ｓ
書

び
年
文

い
者
客
服
に
、
余
裕
を
も
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
タ
組
む
こ
と
■

で
す
。
無
理
な
日
程
は
、
時
間

に
体
が
追
い
つ
け
ず
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
負
担
が
か
か
り

康
７
。

赤
ん
坊
や
幼
児
を
連
れ
て
の

旅
で
は
、
転
々
と
目
的
地
を
変

え
る
プ
ラ
ン
は
無
理
で
ず
。
就

g
ま
で
に
、
京
都
府
散
育
庁
指
導

部
学
校
教
育
課
。
（
豊
0
7
5
－
4
5
1
-
Ｃ
Ｏ

１
１
１
）
へ
▼
試
験
科
目
…
国
語

社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
国
語
（
英

語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ー
フ
ン
ス
語
）

な
お
、
点
堡
丿
宸
’
尻
る
人

は
、
Ｐ
'
(
i
ｗ
？
＾
＞
5
：
＃
め
に
申
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
。
（
学
校
教
育
課
）

◇

運
転
免
許
証

更
新
手
続
き
が
変
更

十
月
五
日
か
ら
運
転
免
許
証
の

更
新
及
び
思
符
の
手
続
き
が
変

わ
り
'
l
l
(
i
T
'
＼
こ
れ
は
、
来
年
一
月

五
日
か
ら
即
日
交
付
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
公
需
汲
暇
と
し
て
m

征
竪
石
の
で
Ｋ

更
新
の
手
続
き

１
更
新
期
限
の
約
五
十
日
前
に
、

爾
薪
申
請
の
日
時
が
は
が
き
で

通
知
さ
れ
ま
ず
。

２
事
薪
申
請
の
場
所
が
、
住
所
地

の
警
察
署
か
ら
京
都
府
警
察
自

前
車
運
転
免
許
試
験
場
（
伏
見

区
羽
京
師
古
川
町

6
4
7
2
一
‐
５

１
８
１
）
へ
か
わ
ぴ
ま
ず
。
こ

こ
で
、
申
請
し
、
更
新
時
講
習

Ｍ
t
ｔ
e
W
だ
さ
い
。
約
二
時

間
ほ
芦
か
か
り
ま
ｙ
。

ぷ
フ
に
し
、
室
内
奮
籾
等
に
冷

や
す
た
め
補
助
的
に
扇
風
m

使
っ
て
審
刄
向
す
こ
と
で
罵

ま
た
部
屋
の
換
気
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
夜
は
、
ク
ー
ラ

ー
は
夕
只
ん
扇
風
機
1
J
＞
止
め

て
や
す
み
ま
し
ょ
う
。
小
さ
い

子
戸
Ｅ
弔
赤
ち
ゃ
ん
か
汲
一
に
当

て
た
ま
ま
寝
か
せ
る
と
体
が
冷

旅
行
に
ご
利
用
を

国
民
年
金
保
漓
セ
ン
タ
ー
は
、

国
民
年
金
の
加
入
者
と
受
給
者
や

そ
の
家
族
、
及
び
そ
の
他
り
人
々

の
健
康
増
進
や
休
養
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
利
用
し
て

い
た
だ
ぐ
た
め
の
宿
泊
施
設
で
で
Ｉ
。

安
い
料
金
で
、
お
気
軽
に
利
用

で
孝
乖
ｙ
９
雫
表
の
各
保
養
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
電
話
な
ど
で
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

宿
泊
料
金
は
、
一
泊
二
食
付
で

三
千
円
か
ら
五
千
円
程
度
で
罵

な
お
、
改
訂
套
ハ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
ゐ
で
申
込
み
時
に
お

確
め
呪
（
保
険
年
金
課
）

３
更
新
免
許
証
は
、
後
日
、
住
所

地
の
警
察
署
で
交
付
さ
れ
ま
７
．

な
お
、
指
定
の
日
時
に
申
請
で

參
な
い
場
合
、
憑
菟
許
試
験
場

の
運
転
免
許
課
補
習
係
（
a
6
3
1
3

0
0
0
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
免
許
証
の
住
所
奮
窟
鷺
し

て
い
な
い
人
は
、
享
薪
申
請
Ｂ
の

通
知
が
届
き
ま
せ
ん
。
至
急
に
住

所
地
の
警
察
署
へ
届
出
鴛

睡
眠
不
足
差
聯

消
ず
る
た
め
寝
ゴ

ザ
、
イ
草
で
編
ん

だ
マ
ッ
ト
レ
ス
を

使
ラ
居
忌
Ｕ
ぐ

眠
る
エ
夫
か
ず
る

こ
と
や
ず
。
そ
れ

に
昼
寝
の
十
分
間

は
、
夜
の
一
時
間

⑩

夏
を
快
適
に
す
ご
そ
う

寝
・
起
床
時
間
、
食
事
、
運
動

排
ｔ
９
と
い
っ
た
ふ
だ
ん
の
生

活
リ
ズ
ム
タ
阜
く
周
囲
の
環
境

に
<
ｉ
ａ
ｃ
＼
て
作
っ
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

冷
房
は
正
し
く

冷
房
の
室
温
は
、
外
気
と
の

B
W
i
＊
)
五
度
以
上
つ
け
な
い

え
す
ぎ
て
危
険
で
Ｔ
。

上
手
に
昼
寝
を

夏
の
眠
り
は
冬
に
比
べ
て
浅

く
、
朝
は
早
く
か
ら
明
る
ぐ
な

る
た
め
時
間
も
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。

寝
苦
し
い
夜
が
続
く
と
睡
眠

は
質
・
量
と
も
に
低
下
し
ま
ず
。

″
Ｉ
ｓ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１

゛

■

゛゛゛｀゛゛｀″゛゛゛゛゛゛゛゛゛｀゛｀一゛｀

の
睡
眠
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ

る
ぐ
ら
い
有
効
で
す
。
昼
寝
を

上
手
に
す
る
こ
と
、
昼
寝
が
で

き
な
い
人
は
居
眠
り
＊
ｖ
ｒ
ｒ
ｔ
Ｍ
く

す
る
こ
と
で
す
。

楽
し
く
食
べ
る

新
鮮
な
野
菜
か
干
分
と
り
ビ

タ
ミ
ン
不
足
夕
桶
い
ま
ず
。
食

（
再
交
付
の
申
請
な
ど
）

運
転
免
許
試
験
場
で
申
請
匁

十
月
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
は

住
所
地
の
響
察
署
で
も
甲
請
で
き

ま
７
．
（
府
警
察
本
部
）

◇

宇
治
茶
の
お
い
し
い

飲
み
方
教
室

▼
と
き
…
８
ａ
皆
薗
、
午
後

グンギョジとんさうとお

″゛｀゛゛

欲
不
振
に
は
、
胃
に
適
度
な
刺

激
を
i
i
h
i
＜
’
ｉ
r
酸
の
分
泌
m

し
食
欲
を
高
め
る
工
夫
が
必
要

で
す
。
香
辛
料
、
酢
を
上
手
に

便
っ
た
り
、
冷
た
ぐ
し
た
ス
ー

プ
や
果
汁
な
ど
で
食
欲
増
進
を

図
り
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

ぷ
フ
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
保
健
衛
生
課
）

～
時
4
0
分
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
早
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
：
辻

利
一
本
店
の
辻
利
雄
さ
ん
▼
対
象

・
・
・
勤
労
婦
人
を
は
に
ゐ
一
般
市
民

▼
受
講
料
・
：
無
料
（
た
だ
し
、
実

費
三
百
円
が
必
要
）
▼
定
員
・
・
・
4
0

人
▼
申
込
み
・
問
ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
実

費
三
百
円
忿
実
て
、
京
都
府
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
き
０
１

３
<
-
＊
ｒ
>
）
へ
。（

交
通
労
政
課
）

◇

８
月
の
献
血

▼
８
ａ
…
甘
側
・
：
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
で
午
較
…
蒔
か
ら
正
午
ま

で
と
、
午
後
１
時
半
か
ｙ
蒔
半

ま
で
▼
―
砧
甘
叩
方
福
寺
駐

車
場
で
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で

と
、
宇
治
病
院
で
午
後
Ｌ
時
か
ら

３
時
半
ま
で
。
心
保
健
衛
生
課
）

◇

犬
の
引
取
り

▼
と
き
Ｌ
：
８
月
1
1
B
㈹
▼
と
こ

ろ
Ｌ
菖
４
公
民
分
館
・
：
1
0
時
4
0
分
．

黄
栞
自
衛
隊
正
門
前
・
：
1
0
時
5
0
分
．

木
幡
公
民
分
館
…
ｕ
時
、
小
倉
仮

設
集
会
所
…
Ｈ
時
辺
分
、
開
公
民

分
館
・
・
・
1
1
時
2
0
分
．
且
椋
公
＜
Ｒ
堂

・
・
・
1
1
時
3
0
分
．
（
保
健
衛
生
課
）

募
集

明
る
い
選
挙啓

発
ポ
ス
タ
ー

明
る
い
選
挙
奮
孤
進
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
政
治
意
識
ｙ
選
挙

道
義
の
高
揚
を
は
か
る
啓
発
ポ
ス

タ
ー
m
集
し
ま
ず
。

▼
応
募
資
格
・
：
京
都
府
内
に
住

ん
で
い
る
人
（
グ
ル
ー
プ
な
ど
で

小
・
中
学
生
の
学
習
資
料
に

統
計
書
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｽ
ﾄ
版
を
発
行

こ
の
ほ
ど
、
小
・
中
学
生
の
学

習
資
料
と
し
て
、
宇
治
市
統
計
書

（
昭
和
五
十
五
年
忿
眼
）
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
が
で
零
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
統
計
書
の
抜
粋
で
、

小
学
校
高
学
年
と
中
学
生
の
夏
休

み
の
凭
冒
学
習
の
手
助
け
に
と

作
成
し
た
も
の
で
す
。

大
き
さ
は
、
Ｂ
ｉ
ｎ
版
Ｐ
[
八
十
四

ペ
ー
ジ
、
発
行
部
数
は
三
百
部
で

す
。必

要
な
人
は
、
市
役
所
玄
関
ま

の
合
作
も
可
）
。
５
募
は
～
全
£

は
Ｌ
グ
ル
ー
プ
Ｆ
点
の
み
▼
缶
｝
と

岑
器
・
・
・
色
彩
は
自
由
で
、
大
き

さ
は
4
5
m
ｘ
3
0
m
か
辰
謳
×
4
0

m
ま
で
▼
し
め
切
ｓ
＼
-
0
5
1
1
ｒ
２
０
ｍ

附
！
豚
方
法
…
作
品
の
裏
面
右

下
に
氏
名
（
ふ
ぴ
が
な
）
、
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
住
所
を
記
入
（
合

作
の
場
合
は
全
員
を
運
記
し
、
代

表
者
に
Ｏ
印
。
グ
ル
ー
プ
や
職
場

名
な
″
七
明
記
）
し
、
９
月
…
甘

ま
で
に
宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
心
一

（
6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
提

出
。
５
募
作
品
は
明
る
い
選
挙
を

す
す
め
る
た
め
、
自
由
に
一
一
お
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
入
選
や
佳
作
に
は
賞
状

と
賞
品
が
お
く
β
れ
ま
ｙ
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
作
品
募

集
も
行
っ
て
い
ま
て
一
。
く
わ
し
い

こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
。

（
選
挙
管
理
委
員
必
一
）

た
は
企
画
課
で
請
求
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
ま
た
、
郵
送
希
望
の
人
は
、

返
信
用
切
手
二
百
円
分
を
同
封
の

う
え
、
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所
企
画
課
ま
で
請
求
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
行
い
ま
し
た
「
宇

治
市
の
あ
ら
ま
し
説
明
き
は
、

今
年
は
中
止
し
津
ｙ
。

（
企
画
課
）

親子スケート教室

参
加
者
を
募
集

夏
の
暑
さ
の
中
、
は
だ
寒
い

＾
＾
ン
ク
で
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
で
は
、
親
子
い
っ
し

ょ
に
ス
ヶ
Ｉ
ト
の
正
し
い
技
術

か
身
に
付
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、

初
心
者
を
対
象
に
夏
休
み
親
子

ス
ヶ
Ｉ
ト
教
室
を
開
き
柔
７
。

▼
と
き
・
・
・
８
月
2
4
日
㈲
～
2
6

日
團
の
３
日
間
、
午
後
Ｌ
時
Ｉ

３
時
▼
と
こ
ろ
…
伏
祁
桃
山
ア

リ
ー
ナ
▼
対
象
・
：
小
学
生
以
上

ら`教卜↑スＥの`▲

の
市
内
在
住
の
親
子
、
先
着
百

組
ｖ
参
加
費
・
：
小
学
｛
早
四
百

円
、
中
学
生
千
八
百
五
十
円
、

お
と
な
二
千
四
百
五
十
円
（
３

日
間
の
滑
走
料
と
貸
靴
料
、
保

険
料
を
含
む
）
▼
申
込
み
…
参

加
費
參
ｙ
で
、
宇
治
市
公
民

館
（
宇
治
里
尻
7
1
‐
９
窓
Ｔ

８
０
４
）
へ
。

な
お
、
指
導
に
は
公
認
指
導

員
が
あ
た
り
ま
ｙ
。

（
公
民
館
）

―？
】

０１

移
動
図
書
館
（
８
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

日
地
区
時
間
駐
車
一
所

８
／
1
8
㈲
開
９
‥
3
0
～
1
0
肪
開
公
民
分
館

1
9
湘
伊
勢
田
９
‥
3
0
_
ｒ
-
|
.
O
0
伊
勢
田
神
社

2
0
ｓ
南
陵
町
９
泌
～
1
1
‥
1
0
二
丁
目
公
園
前

’
‘
吻
広
野
９
:
ｇ
-
２
:
5
0
大
久
保
小
学
校

５
奥
広
野
９
泌
～
1
0
‥
3
0
奥
広
野
入
口

２
㈲
神
明
1
0
一
4
0
～
1
1
恥
峡
襄
垠
葱
鮪
横

2
6
湘
福
角
９
‥
一
Ｊ
～
1
0
肪
福
角
公
園
前

７
志
津
川
９
泌
～
押
0
0
竹
久
商
店
横
広
場

２
湘
明
星
町
押
2
0
～
1
1
¨
2
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明
星
集
<
!
Ｒ
所
前

８
南
山
９
泌
～
1
0
‥
2
0
南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

２
㈲
黄
業
1
0
¨
4
0
－
1
1
¨
3
0
万
福
寺
駐
車
場

〈
８
月
の
巡
回
〉

８
月
の
巡
回
時
間
は
午
前
中
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
定
日
〉

８
月
の
休
室
日
は
、
毎
週
月
曜
日
で
す
。

みんなの健康

乾
布
摩
擦
、
三
分
間
体
操
、
そ

し
て
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
ぷ
存

し
ま
し
ょ
う
。

旅
行
・
キ
ャ
ン
プ
は

余
裕
を
も
っ
て

ま
ず
旅
は
、
一
番
体
力
の
弱
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－
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｀
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相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

8
月
分

もえないゴミ収集日程表 市役所清掃課

前
赤
国
ヽ
中
ノ
開
以
ヽ
ヽ
番
ｊ
■
３
除
ヽ
ノ
派
ヽ
ノ
市

信
３
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
神
山
を
山
中
、
’
一
’
３
の

京
神
内
畑
酉
の
ヽ
ヽ
国
里
蓮
ヽ
天
丸
筋
ノ
新
裏
Ｉ
語
で
’

南
天
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ
一
ヽ
神
の
ヽ
道
上
ヽ
屋
口
山
毛
ま

ら
・
陣
北
戸
以
ノ
西
割
ヽ
５
楽
野
南
島
国
ヽ
荒
茶
３
ノ
西
・
ヽ
四

か
廟
ヽ
ヽ
瀬
鉄
北
ヽ
番
田
田
妙
・
以
中
ヽ
竹
中
・
筋
南
ヽ
山
’

前
御
園
尾
大
国
ヽ
ノ
ヽ
林
三
皆
山
・
琶
鉄
ヽ
山
大
ヽ
裏
道
ヽ
城
中
京

銀
の
御
桧
ヽ
’
東
川
梅
・
日
ヽ
番
琵
国
谷
寺
ヽ
田
西
府
尻
全
ヽ
南

京
３
北
一
一
畑
端
ノ
古
ヽ
二
ヽ
振
壱
ヽ
ヽ
３
宮
ヽ
ロ
ノ
の
の
’
ノ
の
尻
ら

｀
浦
以
田
畠
内
南
芝
ヽ
林
・
本
又
ヽ
居
森
部
ヽ
ノ
中
筋
で
井
東
井
か

池
西
ヽ
ノ
皿
山
北
３
一
一
の
田
大
一
岡
ヽ
字
下
若
一
一
ヽ
ノ
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Ｊ
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南
ヽ
ノ
ヽ
道
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以
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前
３
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島
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中
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東
西
ヽ
ゝ
ヽ
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ヽ
ヽ
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一
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ヽ
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落
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３
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３
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踏
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３
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・
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山
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ヽ
ヽ
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前
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福
上
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ヽ
ヽ
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矢
く
ヽ
Ｉ
く
開
ゝ
里
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・
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ヽ
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浦
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池
筋
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蔭
蔵
金
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島
畑
国
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大
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方
液
：
除
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除
大
１
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1
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成
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除
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、
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ヽ
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３
新
ら
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３
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・
市
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５
内
ヽ
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野
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一
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伊
槙
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宇
木
六
木
五
木
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し尿収集日程表 城南衛生管理組合
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ヽ
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弱
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し尿収集日程
変更のお知らせ
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＾
Ｈ
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０
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｀
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慰
皿
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弗
、
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閣
雪
Ｕ
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m
託
詞
讐
惶
頴
冒
届
顛

」
ｓ
2
6
″
禦
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い
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5
6
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8
1
0
1
1
1
2
1
7
1
8
1
9
ｓ
2
1
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Ｃ
ｖ
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０
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す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）
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